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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

３月定例会３月定例会

　令和５年３月定例会は、2 月２７日から 3 月２３日までの２５日間開催され、報告 1 件、条例１６件、　令和５年３月定例会は、2 月２７日から 3 月２３日までの２５日間開催され、報告 1 件、条例１６件、
一般議案４件、予算１４件、発委１件を審議した。採決の結果、すべて原案のとおり可決した。一般議案４件、予算１４件、発委１件を審議した。採決の結果、すべて原案のとおり可決した。

　
日
本
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進

み
つ
つ
あ
る
中
、
緩
や
か
な
持
ち
直
し
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
価
格
の
高
騰
や
欧
米
各
国

の
金
融
引
締
め
等
に
よ
る
世
界
的
な
景
気
後
退
懸
念
な
ど
、
日
本
経

済
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
方
々
が
経
済
的
損
害
を
受
け
、
低
所

得
層
や
一
部
の
業
種
で
は
、
未
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今

後
も
社
会
情
勢
を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
第
２
次

総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」
及
び
「
総
合
戦
略
」
の
中
心
的
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
「
子
育
て
世
代
の
維
持
・
増
加
」
の
実
現
に
向
け
て
、

当
市
の
豊
か
な
自
然
を
最
大
限
活
か
し
た
、「
自
然
と
の
共
生
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
調
と
す
る
、「
子
育
て
・
教
育
施
策
」
や
「
産

業
振
興
・
経
済
振
興
施
策
」、「
移
住
・
定
住
施
策
」
を
切
れ
目
な
く

強
力
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
渡
っ
て
の
健
全
な
財
政
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
、

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
い
た
、
施
設
再
編
、
転
用

な
ど
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
市
税
収
納
率
の
向
上
と
経
常
経
費
の
節

減
、
合
理
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会計名 令和５年度予算額① 令和４年度予算額② 増減額①－②

一 般 会 計 260 億 7,500 万円 238 億 6,900 万円 22 億 600 万円

国民健康保険特別会計 56 億 3,658 万 3 千円 54 億 978 万 8 千円 2 億 2,679 万 5 千円

後期高齢者医療特別会計 7 億 6,107 万 6 千円 7 億 4,754 万 5 千円 1,353 万１千円

介 護 保 険 特 別 会 計 58 億 2,384 万 4 千円 59 億 5,777 万 3 千円 △ 1 億 3,392 万 9 千円

令和５年度　主な会計別予算

市
長
施
政
方
針市

長
　

石
　
井
　
　
　
裕
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3 月定例会提出議案等議決結果
議案種類 件　　　名 議決結果

議案第１号 南房総市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第２号 南房総市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数　　

議案第３号 南房総市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第４号 南房総市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第５号 南房総市立小学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第６号 南房総市学校給食センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第７号 南房総市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８号 南房総市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９号
南房総市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 10 号 南房総市子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 11 号 南房総市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 12 号 南房総市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 13 号 南房総市三芳保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 14 号 南房総市とみうら元気倶楽部の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 15 号 南房総市企業誘致及び雇用促進に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 16 号 市道路線の廃止について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 17 号 市道路線の認定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 18 号 市道路線の変更について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 19 号
指定管理者の指定について

（南房総市丸山交流・体験センター）
原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 20 号 令和４年度南房総市一般会計補正予算（第 10 号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 21 号 令和４年度南房総市一般会計補正予算（第 11 号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 22 号 令和４年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 23 号 令和４年度南房総市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 24 号 令和４年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

定
例
会
レ
ポ
ー
ト
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議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 25 号 令和５年度南房総市一般会計予算 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 26 号 令和５年度南房総市国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 27 号 令和５年度南房総市後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 28 号 令和５年度南房総市介護保険特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 29 号 令和５年度南房総市滝田財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 30 号 令和５年度南房総市北三原財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 31 号 令和５年度南房総市南三原財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 32 号 令和５年度南房総市国保病院事業会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 33 号 令和５年度南房総市水道事業会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 34 号 南房総市立中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

同意第１号 南房総市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原 案 可 決
全 会 一 致

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決
全 会 一 致

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決
全 会 一 致

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決
全 会 一 致

発委第１号 南房総市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案ごとの賛否
小
川　

伸
二

林　
　

克
治

吉
田　

年
和

髙
倉
か
つ
江

川
上　

廣
行

佐
藤
喜
久
雄

神
作　

紀
史

山
田　

一
洋

鈴
木　

克
哉

石
井　

教
宇

阿
部
美
津
江

安
田
美
由
貴

峯　
　

隆
司

川
﨑　

愼
一

長
谷
川　

博

木
曽　

貴
夫

鈴
木　

直
一

川
上　
　

清

議 案 第１号 南房総市個人情報の保護に関する法律施
行条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議

長

議 案 第２号 南房総市情報公開・個人情報保護審査会
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第３号 南房総市情報公開条例の一部を改正する
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12 号 南房総市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25 号 令和５年度南房総市一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

議案第 26 号 令和５年度南房総市国民健康保険特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第 34 号 南房総市立中学校設置条例の一部を改正
する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

発 案 第１号 南房総市議会の個人情報の保護に関する
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議員名
議案名

　（賛否が分かれた議案のみ掲載）〇：賛成　×：反対　
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３
月
７
日
の
本
会
議
、

3
月
13
日
の
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
予
算
案
を
審

議
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◇ 

千
倉
地
区
社
会
施
設
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等

整
備
事
業
実
施
設
計
業

務
委
託
料

１
億
１
６
１
６
万
円

問　

第
１
期
、
第
２
期
工

事
す
べ
て
の
費
用
か
。

生
涯
学
習
課
長　

第
１
期

工
事
の
実
施
設
計
に
か
か

る
費
用
。

◇ 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
の
ぼ
の
」
大
規
模

改
修
工
事
設
計
業
務
委

託
料

７
８
７
万
６
千
円

問　
ど
ん
な
改
修
を
予
定

し
て
い
る
か
。

子
ど
も
教
育
課
長
　

空
調

換
気
の
設
備
工
事
や
給
排

水
の
衛
生
設
備
等
を
改
修

す
る
。

◇ 

千
倉
中
学
校
石
積
擁
壁

改
修
工
事

１
億
３
４
１
７
万
８
千
円

問　

工
事
期
間
中
、
正
門

周
辺
で
通
行
止
め
と
な
る

道
が
あ
る
の
か
。
工
期
は

い
つ
ま
で
の
予
定
か
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

車
両

の
通
行
は
無
理
に
な
る

が
、
歩
行
者
は
通
行
が
で

き
る
よ
う
に
、
安
全
を
確

保
す
る
。
工
期
は
令
和
５

年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
。

◇ 

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
管

理
費
土
地
借
上
料

３
２
５
万
９
千
円

問　
使
用
目
的
は
。

副
市
長　

朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
が
建
っ
て
い
る
土
地

の
借
地
料
。

問　

市
が
土
地
を
買
う
検

討
は
過
去
に
あ
っ
た
か
。契

約
途
中
に
買
取
が
で
き
る

特
約
な
ど
は
あ
る
か
。

管
財
契
約
課
長　

検
討
を
し

た
こ
と
は
な
く
、
買
取
の

特
約
の
記
載
は
な
い
。

令和５年度　南房総市一般会計予算令和５年度　南房総市一般会計予算

改修予定の南房総市子育て支援センター「ほのぼの」

総額２６０億７，５００万円総額２６０億７，５００万円当
初
予
算
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当
初
予
算

て
区
分
さ
れ
保
険
料
が
変

わ
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

反
対
討
論

　　

千
倉
地
区
社
会
体
育
施

設
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等

実
施
設
計
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、
費
用
増
加
と
利
便

性
の
低
下
を
含
め
、
こ
の
計

画
に
は
変
更
が
必
要
と
考

え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
「
子
育
て
支
援
」、「
教
育
の

充
実
」、「
仕
事
づ
く
り
の
応

援
」、「
移
住
・
定
住
の
促
進
」

な
ど
の
「
子
育
て
世
代
の
維

持・増
加
」に
向
け
た
取
組
み
、

ま
た
、
安
全
安
心
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
公
共

施
設
の
再
編
整
備
事
業
な
ど

は
、
市
民
の
負
託
に
こ
た
え

る
必
要
不
可
欠
な
予
算
で
あ

る
と
理
解
し
、
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◇ 

農
業
経
営
収
入
保
険
加

入
促
進
事
業
補
助
金

１
４
４
万
４
千
円

問　
何
件
分
な
の
か
。
保

険
料
は
経
営
規
模
に
よ
っ

て
違
っ
て
く
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

令
和
４

年
度
33
戸
と
新
規
が
11

戸
。
令
和
５
年
度
は
20
戸

の
見
込
み
。
収
入
に
応
じ

千倉中学校の石積擁壁

◇ 

が
ん
検
診

５
３
２
８
万
５
千
円

問　
受
診
率
は
低
下
傾
向

な
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

令
和
元

年
の
台
風
か
ら
始
ま
っ

て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事

も
あ
り
低
迷
し
て
い
る
。

問　
検
診
を
受
け
た
人
数

に
対
し
て
、
が
ん
が
発
見

さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

令
和
４

年
度
の
実
績
で
前
立
腺
が

ん
０
・
７
５
％
・
乳
が
ん
検

診
０
・
０
８
％
・
大
腸
が
ん

検
診
０
・
１
％
。

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

◇ 

国
民
健
康
保
険
税

９
億
２
０
０
２
万
７
千
円

問　

国
保
が
広
域
化
す
る

前
の
平
成
29
年
度
の
一
人

当
た
り
の
国
保
税
の
金
額

は
。

保
健
年
金
課
長　

９
７
，
６

９
９
円
。　

反
対
討
論

　

一
人
当
た
り
の
国
保
税

が
、
平
成
29
年
度
と
比
べ

て
も
２
０
４
１
円
増
え
、
10

万
１
０
０
円
と
な
る
の
で
、

反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

◎ 

滝
田
・
北
三
原
・
南
三
原

財
産
区
特
別
会
計
予
算

◎
国
保
病
院
事
業
会
計
予
算

◎
水
道
事
業
会
計
予
算

　
原
案
ど
お
り
可
決
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補
正
予
算

一般会計補正予算　第 10 号・第 11号一般会計補正予算　第 10 号・第 11号
８億４，９７８万８千円減額８億４，９７８万８千円減額

２６７億５, １２８万２千円に２６７億５, １２８万２千円に
　

2
月
27
日
・
3
月
７
日

の
本
会
議
、
3
月
13
日
の

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

予
算
案
を
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

　

出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
支
給
事
業（
妊
娠
時

5
万
円
、出
産
時
5
万
円
）

２
２
６
２
万
円
追
加
。

問　

流
産
、
死
産
の
場
合

は
、
扱
い
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

給
付
対

象
と
な
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

　

8
億
４
９
７
８
万
8
千

円
減
額
。

◇
財
政
調
整
基
金
費

43
万
９
千
円

◇ 

公
共
施
設
等
再
編
整
備

基
金
費

１
８
５
２
万
円

問　
財
政
調
整
基
金
と
公

共
施
設
等
再
編
整
備
基
金

の
年
度
末
の
残
高
は
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
調

整
基
金
は
35
億
７
４
７
７

万
円
。
公
共
施
設
等
再
編

整
備
基
金
は
76
億
５
１
８

９
万
６
千
円
。

◇ 

土
地
売
り
払
い
代
金

（
旧
白
浜
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
）

１
８
５
２
万
円

問　
基
金
に
積
み
立
て
る

よ
う
だ
が
、
売
り
払
い
契

約
日
は
い
つ
か
。
売
り
払
い

前
の
貸
付
期
間
と
金
額
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。
貸
付
時

の
収
入
見
込
み
額
は
い
く

ら
の
予
定
だ
っ
た
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

令
和
４

年
に
売
買
契
約
を
締
結
。

貸
付
期
間
は
、
令
和
３
年

７
月
か
ら
令
和
33
年
３
月

末
ま
で
の
29
年
９
カ
月
を

予
定
し
て
い
た
。

　

貸
付
額
は
、
月
75
万
４

２
２
４
円
。
総
額
２
２
４

３
万
８
１
６
４
円
の
予
定

だ
っ
た
。

◇
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業

８
７
万
６
千
円
減
額

問　
大
規
模
盛
土
造
成
地

第
２
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

計
画
と
は
、
ど
の
よ
う
な

計
画
か
。
市
内
で
大
規
模

な
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い

る
の
か
。

建
設
課
長　

大
規
模
な
盛

土
で
造
成
さ
れ
た
造
成
地

を
国
が
抽
出
し
、
市
で
現

場
を
調
査
し
、
盛
土
に
異

常
が
あ
る
よ
う
な
ら
、
そ

れ
に
対
策
す
る
工
事
を
実

施
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る

が
、
今
回
異
常
は
な
か
っ

た
。
今
後
も
巡
回
、
５
年

に
１
回
の
定
期
点
検
を
実

施
し
て
い
く
。
今
後
、
大

規
模
な
造
成
計
画
は
、
今

の
と
こ
ろ
は
な
い
。

◇ 

道
の
駅
総
務
費

１
１
０
万
１
千
円

問　
道
の
駅
富
楽
里
と
み

や
ま
の
テ
ナ
ン
ト
に
家
賃

分
を
補
て
ん
す
る
と
の
こ

と
だ
が
月
額
家
賃
は
い
く

ら
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

富

楽
里
農
産
は
約
26
万
円
、
岩

井
富
浦
漁
協
は
約
12
万
円
、

富
山
商
販
は
約
17
万
円
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

電
子
カ
ル
テ
導
入
が
先

送
り
と
な
っ
た
た
め
、国
保

病
院
事
業
会
計
繰
出
金
４

千
万
円
を
減
額
し
、
56
億

２
５
４
６
万
6
千
円
に
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
を
１
０
７
６

万
３
千
円
減
額
。
７
億
３

６
７
８
万
２
千
円
に
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

国
保
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

◇ 

収
益
的
支
出
・
雑
損
失

８
０
０
万
円

問　

雑
損
失
が
８
０
０
万

円
増
で
１
５
０
０
万
円
だ

が
、
増
額
理
由
と
内
訳
は
。

富
山
国
保
病
院
事
務
長　

薬
品

や
診
療
材
料
の
仕
入
れ
時
に

か
か
る
消
費
税
は
、
診
療
報

酬
で
得
ら
れ
な
い
の
で
、
薬

品
等
の
消
費
税
分
を
病
院

が
負
担
す
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決



8

９人の議員が市政を質す

総
務
部
長
普
段
の
業
務

で
使
用
し
て

い
る
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
や
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
し
た
た
め
、
新

た
な
機
材
や
ソ
フ
ト
の
購
入

は
な
い
。

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
総
合

的
な
観
点
か
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
市
政
懇

談
会問

開
催
後
の
総
括
と
今

後
の
方
向
性
は
。

市
長
参
加
者
の
安
全
を

最
優
先
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
を
決
定
し
、
23 

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
今
後

の
開
催
は
、
基
本
的
に
は
例

年
ど
お
り
対
面
式
で
の
開
催

を
考
え
て
い
る
が
、
多
く
の

市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

問
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
市

政
懇
談
会
の
た
め
に

新
た
に
購
入
し
た
機
材
や
ソ

フ
ト
は
あ
る
か
。

が
優
れ
、
性
行
が
正
し
い
者

で
あ
る
こ
と
。
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
者
で

あ
る
こ
と
。

問
現
在
の
滞
納
者
の
状

況
は
。
連
帯
保
証
人

が
返
済
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は

あ
る
か
。

教
育
次
長
返
済
終
了

期
限
が
過

ぎ
て
も
貸
付
金
が
残
っ
て
い

る
人
は
７
人
、
未
返
済
額
は

約
２
８
２
万
円
。
連
帯
保
証

人
が
返
済
を
し
て
い
る
ケ
ー

ス
は
な
い
。

問
他
市
で
は
就
労
の
た

め
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
し
、

５
年
間
居
住
す
れ
ば
返
還
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
る
が
本

市
で
は
ど
う
か
。

教
育
次
長
２
分
の
１
の

特
別
交
付

税
措
置
は
あ
る
が
、
本
市
の

財
政
に
、
相
当
な
負
担
が
あ

奨
学
資
金
貸
付
制
度

問
奨
学
資
金
貸
付
制
度

の
貸
付
け
実
績
と
貸

付
け
の
要
件
は
。

教
育
長
令
和
５
年
２
月

１
日
現
在
、
18

人
に
貸
付
け
を
行
っ
て
お

り
、
71
人
が
償
還
中
。
令
和

３
年
度
４
人
、
令
和
４
年

度
４
人
、
令
和
５
年
４
月
か

ら
の
新
規
貸
付
者
は
３
人

が
内
定
。
基
金
の
額
は
約

１
億
３
５
０
０
万
円
、
令
和

４
年
度
末
の
貸
付
額
は
約

９
８
０
０
万
円
、３
７
０
０ 

万
円
程
度
の
残
高
が
見
込

ま
れ
る
。
要
件
は
本
市
に

住
所
を
有
し
、
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
す
る
者
、

ま
た
は
本
市
に
住
所
を
有

し
、
引
き
続
き
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
者
の
子
弟

で
あ
る
こ
と
。
学
業
の
成
績

林　　克治議員

給
付
型
奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
導
入
は
難
し
い
か

市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
は
引
き
続
き
検
討
す
る

対面形式での市政懇談会の様子（平成 30 年度）

一
般
質
問
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一
般
質
問

髙倉かつ江議員

景
観
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

問
会
員
登
録
し
て
い
れ

ば
当
日
利
用
も
可
能

か
。教

育
長
利
用
す
る
２
カ

月
前
か
ら
前
日

ま
で
に
申
込
み
し
、
申
請
内

容
を
確
認
の
上
、
事
前
打
合

せ
を
行
う
た
め
、
基
本
的
に

当
日
の
利
用
は
困
難
。

問
提
供
会
員
の
報
酬
は

低
す
ぎ
る
の
で
は
。

教
育
長
会
員
同
士
で
子

育
て
を
支
援
す

る
相
互
援
助
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
、
現
在

設
定
し
て
い
る
報
酬
と
な
っ

て
い
る
。

問
活
動
内
容
を
相
互
に

報
告
者
ノ
ー
ト
で
共

有
し
て
い
る
か
。

教
育
長
フ
ァ
ミ
サ
ポ
連

絡
票
に
よ
り
相

互
に
確
認
し
て
い
る
。

問
提
供
会
員
が
保
育
活

動
を
記
録
し
た
フ
ァ

ミ
サ
ポ
連
絡
票
を
依
頼
会

員
が
継
続
的
に
活
用
で
き

る
か
。

教
育
次
長
依
頼
会
員
が

活
用
で
き
る

よ
う
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
の
ぼ
の
」
で
フ
ァ
イ
ル

な
ど
に
綴
じ
込
む
方
法
等
を

検
討
し
て
い
く
。

う
と
考
え
て
い
る
。

問
駐
車
場
側
の
売
店
の

空
き
店
舗
の
今
後
の

利
活
用
は
。

市
長
現
在
は
２
店
舗
の

み
の
利
用
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
関
係
団
体

と
協
議
し
、
利
活
用
の
検
討

を
し
て
い
く
。

問
花
の
時
期
は
毎
日
ト

イ
レ
掃
除
を
す
べ
き

で
は
。

商
工
観
光
部
長
１
月
か
ら

５
月
は
週

に
３
日
、
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
ト
イ
レ
の
清
掃
回
数
を

増
や
す
な
ど
の
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

市
長
地
域
で
の
話
合
い

に
よ
り
、
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿

を
明
確
化
す
る
地
域
計
画

を
定
め
、
地
域
内
外
か
ら
農

地
の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保

し
、
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し

た
農
地
の
集
約
化
を
進
め
よ

千
倉
町
白
間
津
地
区
の

花
畑問

観
光
資
源
で
あ
る
花

畑
か
ら
の
景
観
を
守

る
条
例
の
制
定
を
し
て
は

ど
う
か
。

市
長
景
観
の
保
全
と
活

用
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問
今
年
は
花
畑
の
半
分

近
く
が
遊
休
地
と

化
し
て
い
る
が
、
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

花
畑
の
景
観
を
守
る
条
例
の
制
定
は

空店舗が目立つ白間津の花畑の売店

増えてしまった遊休地
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一
般
質
問

工事中の道の駅　富楽里とみやま

旧忽戸小体育館

吉田　年和議員

撤
去
費
用
に
つ
い
て
は
、
東

亜
建
設
工
業
株
式
会
社
と

費
用
負
担
に
つ
い
て
協
議
を

し
て
い
る
。
今
回
の
工
事
に

伴
っ
て
発
生
し
た
汚
染
土
の

処
分
費
用
に
つ
い
て
は
市
が

負
担
す
る
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。

千
倉
地
区
社
会
体
育
施

設
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
等
整
備
構
想

問
第
２
期
工
事
に
つ
い

て
、
通
年
型
プ
ー
ル

整
備
の
予
算
は
ど
れ
く
ら
い

か
。教

育
長
体
育
館
と
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー 

プ
ー
ル
の
解
体
な
ど

を
含
め
、
概
算
で
約
15
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
予
定
さ
れ
る
維
持
費

の
追
加
は
年
間
ど
れ

く
ら
い
を
見 

込
ん
で
い
る

の
か
。

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

市
長
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

ら
の
撤
去
費
用
が

約
１
２
０
０
万
円
、
汚
染
土

の
処
分
費
用
が
約
３
５
０
０ 

万
円
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら

道
の
駅
富
楽
里
と
み
や

ま
大
規
模
改
修
工
事

問
産
業
廃
棄
物
の
撤
去

費
用
お
よ
そ
４
７
０

０
万
円
は
税
金
で
支
払
う

説
明
す
る
機
会
を
設
け
な
い
の
か

説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

教
育
長
現
時
点
で
は
、

概
算
で
年
間
約

３
６
０
０
万
円 

を
見
込
ん

で
い
る
。

問
旧
忽
戸
小
校
舎
に
は

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む

建
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
か
な
り
の
高
額

の
処
理
費
用
が
か
か
る
と

思
う
が
、
解
体
に
い
く
ら
か

か
る
の
か
。

教
育
次
長
概
算
で
約
１

億
１
千
万

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
市
内
在
住
者
か
ら
説

明
が
足
り
な
い
と
い

う
声
が
あ
る
。
市
内
全
域

に
説
明
す
る
機
会
を
設
け

な
い
の
か
。

教
育
次
長
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
同
様

の
資
料
を
掲
載
し
、
千
倉

地
区
以
外
の
市
民
に
も
周

知
が
で
き
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

問
設
計
当
時
と
は
明
ら

か
に
時
代
背
景
が
違

う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状

況
を
鑑
み
て
、
こ
の
事
業
は

一
旦
、
白
紙
に
戻
す
べ
き
で

は
。
第
２
期
工
事
で
プ
ー
ル

を
建
設
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
も
思
う
が
、
27

億
４
千
万
円
の
起
債
を
し

て
、
こ
の
事
業
を
本
当
に

や
る
の
か
。

教
育
次
長
実
施
す
べ
き

事
業
と
考

え
て
い
る
。
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千
倉
地
区
社
会
体

育
施
設
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
等
整
備

構
想問

事
業
費
が
着
工
時
点

で
20
％
以
上
増
加
が

見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
何
％
以
内
な
ら
分
割

し
な
く
て
済
む
見
込
み
か
。

ま
た
、
20
％
は
金
額
に
し

て
い
く
ら
か
。

教
育
長
事
業
費
の
増
加

は
、
国
土
交
通

省
公
表
の
建
設
工
事
デ
フ

レ
ー
タ
ー
数
値
の
伸
び
率

か
ら
推
測
す
る
と
、
着
工

時
点
で
20
％
程
度
の
増
加

も
予
想
さ
れ
る
。
総
合
的

な
検
討
の
結
果
、
事
業
を

２
期
に
分
割
す
る
こ
と
を

判
断
し
て
い
る
の
で
、
何
％

以
下
で
あ
れ
ば
分
割
し
な

木曽　貴夫議員

工
事
の
分
割
に
至
っ
た
経
緯
は

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
事
業
２
分
割
す
る

旧忽戸小学校

い
と
い
っ
た
想
定
は
し
て
い

な
い
。
事
業
費
の
増
加
額

に
つ
い
て
は
、
総
事
業
費

を
約
38
億
円
と
し
、
20
％

増
加
す
る
と
見
込
ん
だ
場

合
、
７
億
６
千
万
円
。

問
旧
忽
戸
小
校
舎
の

解
体
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
12
月
20
日
の
議

員
全
員
協
議
会
で
着
手
時

期
を
令
和
６
年
度
当
初
か

ら
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

違
い
は
何
か
。
ま
た
、
令

和
６
年
度
当
初
か
ら
着
工
、

着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
は
。

教
育
長
議
員
全
員
協
議

会
で
は
、
施
設

整
備
工
事
を
２
期
に
分
割

す
る
こ
と
、
施
設
配
置
を

既
存
校
舎
の
あ
る
北
側
に

配
置
す
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
第
１
期
工
事
の
施
設

整
備
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

上
、
既
存
校
舎
の
解
体
か

ら
始
め
、
そ
の
跡
地
に
新

た
に
施
設
を
整
備
す
る
計

画
。
第
２
期
工
事
で
は
、

既
存
体
育
館
を
解
体
し
た

後
、
そ
の
跡
地
に
通
年
型

プ
ー
ル
を
整
備
す
る
計
画

で
、
第
２
期
工
事
の
着
工

時
期
が
未
定
の
た
め
、
既

存
体
育
館
は
第
２
期
工
事

の
実
施
ま
で
解
体
せ
ず
に

活
用
す
る
。
施
設
整
備
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
既

存
校
舎
解
体
は
、
工
事
着

手
後
、
速
や
か
に
実
施
す

る
こ
と
と
な
る
。
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防犯カメラ

県
補
助
金
を
活
用
す
る
。

問
家
庭
用
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
補
助
金

制
度
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長
犯
罪
抑
止
に
効
果

が
あ
る
と
思
う
の

で
要
望
と
し
て
伺
う
。

問
市
民
を
守
る
た
め
に

も
、
補
助
金
制
度
の

予
算
を
組
ん
で
早
期
に
や

る
べ
き
で
は
。

市
民
生
活
部
長
要
望
と
し

て
伺
う
。

介
護
人
材
確
保
対

策
事
業

問
事
業
内
容
は
。

市
長
研
修
費
用
の
一
部

助
成
制
度
で
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
5
万

円
、
実
務
者
研
修
10
万
円

を
上
限
と
し
て
費
用
の
2

分
の
1
を
助
成
す
る
。

問
補
助
を
受
け
る
要
件

と
し
て
、
介
護
施
設

川上　廣行議員

介護人材確保対策事業　市HP
https://www.city.minamiboso.chiba.

jp/0000009998.html

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
の
見
直
し
を

国
や
県
な
ど
の
動
向
に
注
視
し
検
討
す
る

等
に
勤
め
る
者
と
あ
る
が
、

障
害
者
施
設
従
事
者
は
含

ま
れ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長
障
害
者

施
設
従

事
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
総
合
的
、
体
系
的
な
支

援
策
を
県
に
要
望
し
て
い

る
。問

介
護
人
材
確
保
対

策
事
業
の
効
果
は
。

市
長
研
修
の
受
講
や
介

護
福
祉
士
の
資
格

取
得
が
給
料
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め
、

施
設
等
の
職
員
の
定
着
率

に
寄
与
し
一
定
の
効
果
は
あ

る
。問

人
材
不
足
が
緩
和

さ
れ
に
く
い
理
由
と

し
て
収
入
の
問
題
が
あ
る
。

介
護
業
界
を
今
後
明
る
く

し
て
い
く
た
め
に
、
更
な

る
支
援
を
考
え
る
べ
き
時

代
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
事
業
者
に

ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
現
場
の
声
を
丁

寧
に
聞
き
な
が
ら
、
人
材
確

保
と
定
着
の
取
組
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
人
材
確
保
・
定
着
の

一
環
と
し
て
介
護
従

事
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長
実
施
可
能

な
支
援
の

方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

防
犯
対
策

問
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
台
数
は
。

市
長
館
山
警
察
署
と
協

議
を
行
い
、
8
か

所
設
置
。

問
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

町
づ
く
り
と
し
て
、

8
台
の
設
置
で
は
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
警
察
で
も

設
置
し

て
い
る
。
犯
罪
抑
止
な
ど

に
効
果
が
あ
る
た
め
、
市

に
お
い
て
も
設
置
を
検
討

す
る
。

問
今
の
時
代
に
合
わ
せ

て
増
設
を
考
え
て

も
良
い
の
で
は
。

市
民
生
活
部
長
館
山
警

察
署
と

増
設
に
向
け
た
協
議
を
行

い
、
設
置
す
る
場
合
は
、
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安田美由貴議員

な
け
れ
ば
問
題
な
い
と
県
が

判
断
し
た
」
と
の
情
報
が
あ

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
の

調
査
を
し
な
い
の
か
。

商
工
観
光
部
長
敷
地
内
の

掘
削
予
定

が
な
い
の
で
調
査
し
な
い
。

酪
農
家
へ
の
支
援

問
２
月
、
酪
農
関
係
者

と
消
費
者
の
集
会
に

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
た
。「
酪

農
家
の
98
％
が
赤
字
。
乳
価

は
横
ば
い
。
酪
農
家
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、辞
め
る
11
％
、

３
月
中
に
改
善
し
な
け
れ
ば

辞
め
る
16
％
」
と
深
刻
な
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。
市
や
国

の
事
業
を
継
続
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長
支
援
を
既
に
検
討

し
て
い
る
。

問
当
初
予
算
で
、
自
家

配
合
飼
料
の
機
械
購

入
費
補
助
金
が
計
上
さ
れ

た
が
、
現
金
支
援
が
必
要

だ
。

　
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
に
は
牛

乳
の
価
格
補
償
制
度
が
あ

る
。
日
本
の
酪
農
家
に
も
、

乳
価
と
飼
料
価
格
と
の
差

額
を
補
塡
す
る
直
接
的
な

富
楽
里
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
調
査

問
平
成
19
年
10
月
に
所

有
権
が
岩
井
土
地
改

良
区
か
ら
市
に
移
っ
た
。
高

速
道
路
側
の
農
地
か
ら
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
ら
が
出
た
。
工

事
を
許
可
し
、
調
べ
る
側
の

責
任
は
問
わ
れ
な
い
の
か
。

市
長
責
任
の
所
在
は
調

査
中
。

問
県
道
沿
い
南
側
、
高

速
バ
ス
駐
車
場
は
、

ど
ん
な
土
地
だ
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
部
長
民
間
企
業

の
工
場
跡

地
を
、
旧
富
山
町
が
購
入
し

た
と
聞
い
て
い
る
。。

問
こ
の
土
地
は
「
過
去

に
鋸
南
・
富
山
・
富

浦
の
ご
み
焼
却
灰
の
上
に
、

高
速
道
路
建
設
時
に
発
生

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
を

埋
め
て
あ
る
が
、
掘
り
返
さ

問
館
山
市
の
よ
う
に
海

岸
ご
み
の
写
真
を
送

り
、
申
請
書
を
書
け
ば
収

集
し
て
も
ら
え
る
体
制
を
取

れ
な
い
の
か
。

建
設
環
境
部
長
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が

参
加
し
や
す
い
体
制
を
検
討

す
る
。

海
岸
清
掃
す
る
個

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
支
援

問
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ん
だ
ご
み
を
無
料
に

で
き
な
い
か
。

市
長
先
行
事
例
を
参
考

に
、
検
討
す
る
。

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
ご
み
袋
を
配
る
べ
き
で
は

方
法
を
検
討
中

コンクリートがら

支
援
を
求
め
る
。

　

国
の
国
産
飼
料
利
用
拡

大
緊
急
酪
農
対
策
補
て
ん

金
の
申
請
は
、
何
件
か
。

市
長
県
み
る
く
農
協
と

安
房
農
協
で
46

件
、
１
２
７
８
万
円
。
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て
い
る
。

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

問
男
性
用
ト
イ
レ
へ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
設
置
の
考
え
は
。

市
長
男
性
も
お
む
つ
や

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を

使
用
す
る
方
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

約
鍵
貸
出
し
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。

問
書
か
な
い
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
検
討

状
況
は
。

総
務
部
長
市
民
目
線

で
の
窓
口

改
革
を
進
め
る
た
め
、
令

和
６
年
度
中
の
運
用
を
目

指
す
。

子
育
て
支
援

問
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
支
給
事
業
の

概
要
は
。

市
長
妊
娠
届
出
時
か
ら

出
産
・
育
児
ま
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
必
要
な
支
援
を
行
う
伴

走
型
相
談
支
援
と
、
妊
娠

時
に
５
万
円
・
出
産
時
に

５
万
円
を
支
給
す
る
経
済

的
支
援
の
二
本
立
て
と
な
っ

を
受
け
付
け
る
行
政
職
員

だ
け
が
、
手
続
に
必
要
な

情
報
に
限
り
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
使
用
す
る
た
め
に

は
本
人
し
か
知
ら
な
い
暗

証
番
号
が
必
要
で
、
入
力

を
一
定
回
数
間
違
う
と
カ
ー

ド
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま

う
。
万
一
、
不
正
に
情
報
を

読
み
出
そ
う
と
す
る
と
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
が
壊
れ
る
。

問
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
行
っ
て
い

る
取
組
は
。

市
長
開
庁
時
間
に
来
庁

で
き
な
い
方
の
た

め
に
、
住
民
票
な
ど
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
・
証
明
書
等
の

休
日
交
付
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
夜
間
休
日
交
付

を
行
い
、
体
育
施
設
や
公

民
館
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予

ヘ
ア
ウ
ィ
ッ
グ
・
医
療

用
補
整
具
負
担
軽
減

問
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
が
。

市
長
外
観
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
社
会
と

の
関
わ
り
が
減
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
な
い
よ
う
支
援
す
る

こ
と
は
、
よ
り
よ
い
療
養
生

活
を
送
る
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
安
全
性
は
。

市
民
生
活
部
長
顔
写
真
入

り
の
た
め

対
面
で
の
悪
用
は
困
難
。

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
部
分
に
は
税

や
年
金
な
ど
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
性
の
高
い
情
報
は
入
っ

て
い
な
い
。
口
座
番
号
や
医

療
に
係
る
情
報
は
、
手
続

阿部美津江議員

ヘ
ア
ウ
ィ
ッ
グ
・
医
療
用
補
整
具
購
入
費
等
の
助
成
を

事
例
を
参
考
に
検
討
す
る

市役所に設置されたサニタリーボックス
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南
房
総
市
独
自
の
支
援
金
制
度
は

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
慎
重
に
考
え
て
い
く

致
を
、
観
光
協
会
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
し
て
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

問
移
住
定
住
の
支
援
金

に
つ
い
て
、
他
の
市

町
に
は
な
い
ハ
ー
ド
ル
の

低
い
南
房
総
市
独
自
の
制

度
が
あ
れ
ば
、
移
転
に
対

し
て
か
な
り
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
。

総
務
部
長
支
援
制
度

の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
誰
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
、
市
の
施
策
を
行
う

に
あ
た
っ
て
効
果
的
か
、
慎

重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問
南
房
総
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

の
大
会
に
は
、
都
会
か
ら

の
移
住
者
を
含
め
多
く
の

方
が
参
加
し
て
い
る
。

　

移
住
者
が
新
た
に
地
域

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
く
環
境
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
ま
た
市
民
の

健
康
促
進
の
た
め
に
も
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
南

房
総
市
が
取
り
組
む
メ
イ

ン
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

位
置
づ
け
、
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長
移
住
者
の

方
が
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
さ
れ
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
が
、

移
住
定
住
の
取
り
組
み
と

し
て
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
連
携
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

校
外
学
習
を
誘
致
す
る
な

ど
、
将
来
を
見
越
し
て
南

房
総
を
好
き
に
な
る
人
を

増
や
す
た
め
の
種
を
ま
く

こ
と
も
有
用
で
は
。

総
務
部
長
修
学
旅
行

や
校
外
学

習
と
い
っ
た
教
育
旅
行
の
誘

総
務
部
長
近
隣
市
町

や
各
学
校

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
広

く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問
都
内
や
東
京
近
郊
の

小
中
学
校
と
の
交

流
を
深
め
、
宿
泊
を
伴
う

移
住
定
住
の
促
進

問
館
山
市
と
の
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
取
組
み
は
。

市
長
２
市
に
よ
る
情
報

の
一
元
化
や
移
住

相
談
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
に
よ
り
、
相
談
窓
口
の
連

携
や
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問
高
校
３
年
生
に
ふ
る

さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

に
わ
た
り
、
ふ
る
さ
と
南

房
総
を
意
識
し
て
も
ら
え

る
の
で
は
。

南房総市移住・定住ガイドブック
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一
般
質
問

小川　伸二議員
問
一
時
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、

希
望
す
る
施
設
に
預
け
ら

れ
な
い
時
の
対
応
な
ど
は

ど
う
か
。

教
育
次
長
希
望
す
る
施

設
で
受
入
で

き
な
い
場
合
は
他
の
施
設
を

紹
介
し
て
い
る
。
初
め
て
利

用
す
る
場
合
は
、
子
ど
も
の

様
子
が
分
か
ら
ず
、
お
預
か

り
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

が
、
各
子
ど
も
園
で
は
、
家

庭
保
育
し
て
い
る
親
子
を
対

象
に
、
育
児
相
談
や
園
庭
開

放
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る

の
で
利
用
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

庁
内
の
デ
ジ
タ
ル
化

問
市
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
窓
口
支
払
い

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
求

め
た
い
。
現
在
、
窓
口
支

払
い
の
扱
い
件
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。

市
民
生
活
部
長
住
民
票
や

印
鑑
証
明

な
ど
で
年
間
3
万
６
千
件
、

金
額
は
約
１
６
２
０
万
円
。

問
一件
あ
た
り
約
４
４
８

円
の
扱
い
に
な
る
。

小
銭
の
枚
数
も
多
く
必
要

と
な
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
の
効
果
は
高
い
と
思

う
が
今
後
ど
の
よ
う
な
検

討
を
す
る
予
定
か
。

総
務
部
長
専
門
家
を
含

め
た
各
窓
口

担
当
課
に
よ
る
検
討
会
を
開

催
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
と
運
用

コ
ス
ト
に
重
点
を
置
き
、
窓

口
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

問
当
市
は
各
地
域
セ
ン

タ
ー
や
各
課
が
分
散

し
て
い
る
。
拠
点
間
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
本
庁
に
出
向

か
ず
と
も
相
談
で
き
る
体

制
な
ど
検
討
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長
今
後
は
、
市

民
が
地
域
セ

ン
タ
ー
等
に
来
る
こ
と
な

く
、
自
宅
等
か
ら
相
談
受
付

が
で
き
る
体
制
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

子
育
て
支
援

問
高
校
生
の
通
学
に
つ

い
て
、
公
共
交
通
の

便
数
減
少
や
通
学
費
の
値

上
り
な
ど
で
家
庭
負
担
も

増
大
し
て
い
る
。
保
護
者

の
送
迎
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
地
区
も
あ
り
、
そ
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
高
校
生
は
公
共
交

通
の
主
な
利
用
者
で
も
あ

り
、
公
共
交
通
の
機
能
維

持
に
も
関
係
し
て
く
る
。

市
の
考
え
は
。

市
長
市
域
全
体
に
お
け

る
高
校
生
の
通
学

の
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
総
合
的
に
検
討
を
し
て

い
く
。

高
校
生
の
通
学
費
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
る

キャッシュレス決済とミニセルフレジ（東京都三鷹市）

通
学
の
現
状
を
踏
ま
え
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
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議
案
審
査

議 案 審 査
　
３
月
８
日
、
総
務
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

市
立
中
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正

　
所
在
地
は
現
千
倉
中
学

校
と
し
、
名
称
は
南
房
総

中
学
校
と
す
る
。

問　
校
名
の
応
募
内
訳
は
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

３
２
９

人
か
ら
１
４
９
点
。
千
浜

41
点
、
朝
夷
・
南
房
総
そ

れ
ぞ
れ
17
点
、
黒
潮
10
点
。

問　
南
房
総
中
学
校
と
し

た
経
緯
は
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

校
名
部

会
で
選
ば
れ
た
３
点
を
、

白
浜
・
千
倉
地
区
学
校
再

編
検
討
委
員
会
で
最
終
選

考
し
、
意
見
具
申
さ
れ
た

も
の
を
上
程
し
た
。

◎ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
設

備
運
営
基
準
条
例
の
一

部
改
正

問　
事
業
者
は
あ
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

な
い
。

◎ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設

置
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
５
年
度
か
ら
嶺
南

学
園
敷
地
内
に
炊
飯
セ
ン

タ
ー
を
開
設
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
は

オ
ー
ル
電
化
か
。
停
電
時

は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

外
房
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
は
ガ
ス
と

電
気
併
用
。
内
房
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
オ
ー
ル
電

化
。
停
電
時
は
調
理
業
務

が
で
き
な
い
。
炊
飯
セ
ン

タ
ー
の
燃
料
は
ガ
ス
。
自

家
発
電
装
置
が
あ
る
の
で
、

炊
飯
の
み
可
能
。

◎ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
運
営
基
準

条
例
の
一
部
改
正

　

学
童
保
育
所
を
運
営
す

る
事
業
者
が
、
安
全
計
画

を
策
定
し
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
。

問　
対
象
事
業
者
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

富
浦
・

富
山
・
三
芳
・
千
倉
・
嶺

南
学
童
保
育
所
、
富
山
の

白
鳩
保
育
園
、
白
浜
の
こ

ど
も
の
森
。

◎ 

市
立
小
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正

　
三
芳
小
学
校
敷
地
の
境

界
確
定
測
量
で
、
地
番
変

更
が
生
じ
た
。

◎ 

長
期
継
続
契
約
締
結
条

例
の
一
部
改
正

　
医
療
提
供
に
必
要
な
物

品
の
賃
貸
借
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
使
用
許
諾
な
ど
を

追
加
。

◎ 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
・

特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
基
準
条
例
の
一
部

改
正

　　

懲
戒
権
削
除
の
省
令
や

児
童
福
祉
施
設
の
運
営
基

準
省
令
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
。

◎ 

個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
の
制
定

　
市
が
個
人
情
報
保
護
法

の
適
用
を
受
け
る
た
め
、

現
在
の
個
人
情
報
保
護
条

例
を
廃
止
し
、
法
施
行
条

例
を
定
め
る
。

令
和
６
年
度
に

白
浜
と
千
倉
の
中
学
校
が
統
合

南
房
総
中
学
校
に

総
務

福
祉

炊飯センター

　
３
月
９
日
、
福
祉
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

国
民
健
康
保
険
税

一
人
当
た
り
７
３
６
１
円
増

◎ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正

問　
条
例
改
正
で
国
保
加

入
者
１
人
当
た
り
の
税
額

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

年
間
10
万

１
０
０
円
。
令
和
４
年
度

比
７
３
６
１
円
の
増
。

問　

滞
納
件
数
・
短
期
保

◎ 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例
の
制
定

　
開
示
決
定
等
の
審
査
会

を
、
行
政
不
服
審
査
法
に

基
づ
く
諮
問
機
関
と
し
、

規
定
を
改
め
る
。

◎ 

情
報
公
開
条
例
の
一
部

改
正

　
個
人
情
報
保
護
法
が
定

め
る
不
開
示
情
報
と
、
情

報
公
開
条
例
が
定
め
る
不

開
示
情
報
に
違
い
が
あ
る

の
で
、
法
律
に
合
わ
せ
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決
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議 案 審 査

議
案
審
査

産
業

険
証
・
資
格
証
明
書
は
、

近
年
増
加
傾
向
か
。

保
険
年
金
課
長　

い
ず
れ
も

減
少
傾
向
。

問　
こ
れ
ま
で
６
月
議
会

で
上
程
さ
れ
て
い
た
が
、

な
ぜ
３
月
議
会
で
上
程
さ

れ
た
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

平
成
30
年

度
以
降
、
税
率
は
県
の
標

準
保
険
税
率
を
参
考
に
市

が
決
定
。
11
月
下
旬
に
県

の
税
率
が
示
さ
れ
改
正
を

検
討
し
、
３
月
議
会
で
上

程
し
た
。

反
対
討
論

　

国
保
加
入
者
は
無
職
や

非
正
規
の
人
が
多
く
、
物

価
高
騰
の
中
、
２
年
か
け

て
増
税
す
れ
ば
滞
納
者
増

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
反
対

す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決

◎ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正

　

高
校
３
年
生
ま
で
対
象

を
拡
大
。

問　
同
じ
月
に
同
じ
医
療

機
関
へ
通
院
６
回
以
上
、
入

院
11
日
以
上
の
場
合
、
３
０

０
円
の
保
護
者
負
担
は
不
要

か
。

社
会
福
祉
課
長　

負
担
は

な
い
。

◎ 

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
管
理
条
例

の
一
部
改
正

　

大
規
模
改
修
が
完
了
し

浴
場
を
削
除
、
機
能
訓
練

室
を
中
会
議
室
と
す
る
。

問　
浴
場
は
大
規
模
改
修

で
な
く
な
っ
た
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

以
前
か
ら

休
止
し
て
い
た
。
大
規
模

改
修
で
印
刷
室
と
感
染
症

対
策
の
倉
庫
と
な
っ
た
。

問　
機
能
訓
練
室
を
中
会

議
室
に
変
更
し
た
理
由
は
。

健
康
推
進
課
長　

平
成
14
年

の
竣
工
当
時
は
、
機
能
訓

練
を
こ
の
場
所
で
実
施
し

て
い
た
。
現
在
は
機
能
訓

練
と
し
て
の
利
用
は
な
く
、

会
議
室
と
し
て
使
用
す
る

機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
中

会
議
室
と
し
た
。

◎ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
出
産
育
児
一時
金
を
増
額
。

◎ 

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

設
置
管
理
条
例
の
一
部

改
正

　

ボ
イ
ラ
ー
故
障
や
機
械

類
の
老
朽
化
で
、
浴
室
を

廃
止
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

丸
山
交
流
・
体
験
セ
ン
タ
ー

（
株
）Ｊ
Ａ
Ｓ
が
５
年
間
指
定
管
理

路線変更した市道（市道下三原３３号線）

　
３
月
９
日
、
産
業
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

市
道
の
廃
止

　

私
有
地
内
の
市
道
を
地

権
者
の
申
し
出
で
廃
止
。

問　
廃
止
後
は
ど
う
な
る

の
か
。

建
設
課
長　

生
活
道
路
と

し
て
周
辺
の
人
も
利
用
可

能
。
未
舗
装
の
私
有
地
内

の
道
路
が
市
道
認
定
さ
れ

て
い
た
の
で
、
地
元
区
と
も

協
議
し
廃
止
す
る
。

◎ 
市
道
路
線
の
認
定

　
生
活
道
路
３
路
線
を
認
定
。

◎ 

市
道
路
線
の
変
更

　
道
路
改
良
に
よ
る
起
点
、

生
活
道
路
の
機
能
が
な
い

終
点
、
圃
場
整
備
完
了
に

よ
る
終
点
、
合
計
７
路
線

を
変
更
。

◎ 

企
業
誘
致
雇
用
促
進
条

例
の
一
部
改
正

　

対
象
事
業
者
の
要
件
緩

和
、
立
地
奨
励
措
置
の
見

直
し
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定

（
丸
山
交
流
・
体
験
セ
ン

タ
ー
）

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
令

和
10
年
３
月
末
ま
で
、（
株
）

Ｊ
Ａ
Ｓ
を
指
定
。

　
原
案
ど
お
り
可
決
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（
株
）
て
っ
ぺ
ん
で
は
、

「
元
気
で
本
気
の
朝
礼
」
を

行
い
、
今
日
一
日
ど
う
し

た
い
の
か
？
何
を
意
識
し

て
い
く
の
か
？
な
り
た
い

自
分
を
宣
言
し
、
必
ず
で

き
る
！
や
っ
て
や
る
！
そ

ん
な
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
毎
日
行
っ
て
い
る

　

安
房
３
市
１
町
議
長
会

主
催
の
研
修
会
が
鴨
川
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
行
動
制
限
が
緩
和
さ

れ
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
疲
弊
し

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

大
嶋
氏
は
、
こ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
高
校
野
球

部
の
中
に
取
り
入
れ
た
と

こ
ろ
１
０
０
校
中
25
校
が

甲
子
園
出
場
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

　

野
球
に
限
ら
ず
人
間
に

は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。

た
安
房
地
域
の
重
要
な
産

業
で
あ
る
観
光
を
立
て
直

す
た
め
、
ど
の
よ
う
に
活

動
を
す
べ
き
な
の
か
、
な

ど
研
修
し
ま
し
た
。

　

国
の
出
前
講
座
を
活
用

し
、
観
光
庁
観
光
地
域
振

講
師　
㈱
て
っ
ぺ
ん　
代
表
取
締
役
会
長　

大
嶋　
啓
介 

氏

　
　
　
　
　
　

    

千
葉
県
南
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

令
和
５
年
１
月
17
日

人
間
の
脳
は
思
い
込
み
が

現
実
に
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
に
で
き
て
い
る
。

　
「
ど
う
せ
無
理
」
を
変
え

て
も
ら
う
た
め
講
演
会
を

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

大
嶋
氏
自
身
「
自
分
は
ダ

メ
な
人
間
だ
」
と
思
い
込
ん

で
一
時
は
社
会
か
ら
逃
避
し

た
が
、「
自
分
の
心
が
変
わ

れ
ば
、
周
り
も
変
わ
る
」
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
出
会
い
人
生

観
、
行
動
が
変
わ
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
「
本
気
の
朝
礼
」
の
一
部

を
研
修
会
で
体
験
し
ま
し

た
。
皆
様
、
今
日
一
日
何
を

や
り
た
い
の
か
ご
家
族
に

話
を
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

興
課
の
實
重
氏
を
講
師
に

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
「
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」と
題
し
、

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の

役
割
な
ど
学
び
ま
し
た
。

　

海
外
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
て
、
ハ
ワ
イ
の
リ

ゾ
ー
ト
地
は
ど
う
発
展
し

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
国

内
の
取
り
組
み
で
は
、
愛

媛
県
で
の
取
り
組
み
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
を
受
け
て
、
感
じ

た
こ
と
は
、
観
光
地
域
づ

く
り
を
成
功
さ
せ
る
に
は

地
域
資
源
の
魅
力
を
ど
う

発
展
さ
せ
、
物
づ
く
り
を

し
て
い
く
か
。
と
て
も
参

考
に
な
る
研
修
会
で
し
た
。

　

思
い
込
み
か
ら
の
脱
却

～
朝
礼
か
ら
始
ま
る
新
し
い
自
分
～

疲
弊
し
た
観
光
を
立
て
直
す
に
は
・
・
・

講演を行う大嶋氏

研修の様子

講
師　
観
光
庁　
観
光
地
域
振
興
課　
實さ

ね
し
げ重　
貴
之 

氏

　

安
房
３
市
１
町
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

令
和
５
年
２
月
３
日

研
修
報
告
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産
業
委
員
会
で
は
、
三

重
県
亀
山
市
猟
友
会
と
伊

賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
作
り

フ
ァ
ー
ム
へ
委
員
を
派
遣
し

視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
野
生
動
物
に
よ

る
農
作
物
を
荒
ら
す
食
害

は
、
営
農
意
欲
の
減
退
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
に
も
つ
な

が
り
、
深
刻
度
は
増
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

亀
山
市
猟
友
会
で
は
、

自
治
体
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
、
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
・
サ

　
　
　
三
重
県
亀
山
市
・
伊
賀
市　
令
和
５
年
２
月
７
日
～
８
日

ル
等
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に

取
り
組
み
、
令
和
元
年
度

の
豚
熱
の
発
症
で
捕
獲
数

は
減
少
し
た
も
の
の
特
定

鳥
獣
管
理
計
画
に
基
づ
き

期
間
限
定
で
の
狩
猟
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

十
数
年
前
に
移
住
し
、

ご
家
族
と
共
に
小
さ
な
家

庭
菜
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
今
で
は
大
規
模
農
園
を

営
む
猟
友
会
メ
ン
バ
ー
の

吉
川
文
様
は
、
10
年
前
に

猟
銃
免
許
を
取
得
し
、
女

性
猟
師
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

男
性
さ
な
が
ら
、
木
々
に

上
り
親
機
（
基
地
局
）
を
設

置
し
、
仕
掛
け
た
く
く
り
わ

な
や
箱
わ
な
に
子
機
を
設

置
し
、
捕
獲
で
き
た
ら
携
帯

電
話
に
通
知
が
届
く
Ｉ
o
Ｔ

を
活
用
し
た
捕
獲
管
理
を

産
業
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
挑
戦
は
地
域
を
守
る

～
女
性
猟
師
の
有
害
鳥
獣
対
策
を
学
ぶ
～

研修の様子

IoT を活用した檻

導
入
し
ま
し
た
。

　

通
知
を
受
け
、
猟
銃
に

よ
る
駆
除
を
行
い
、
ペ
ッ

ト
用
の
餌
と
し
て
活
用
し
、

そ
の
他
は
指
定
さ
れ
た
密

閉
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た
の
ち
、

一
般
ご
み
と
し
て
焼
却
処

分
と
な
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
く
く

り
わ
な
の
設
置
時
に
危
険

が
な
い
よ
う
に
、
自
作
で

工
夫
す
る
な
ど
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手

づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
農

業
振
興
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
や
農
村
文
化
の
保

護・継
承
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
体

験
が
で
き
る
農
業
体
験
や

パ
ン
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
手

づ
く
り
体
験
・
動
物
ふ
れ

あ
い
体
験
な
ど
園
内
各
所

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
産
業
委
員

会
所
管
事
務
調
査
に
生
か

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

研
修
報
告



21 ／南房総  議会広報／第 68 号

市
民
の
声

　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木２８番地　
　　　　　　　議会広報編集特別委員会　TEL 0470 − 33 − 1111　FAX 0470 − 20 − 4595

　　　　

　５０代も中盤にさしかかり周りを見回すと、地域を
支える組の活動や神社、お寺、農地維持の活動がまま
ならなくなっていることをひしひしと感じます。
　農業を生業にしていますが、労働力の確保もままな
らず、全国から募集しているのが現状で、外国人の派
遣社員も受け入れなんとかやりくりしています。
　このままでは地域を存続させることが難しくなると
考えます。一朝一夕に子どもが増えるはずも無く、生
産人口と言われる１５歳から６４歳までの人口は急降
下、誰かが貧乏くじを引き一人３役なんていう地域に
なりかねません。
　「地域はみんなで守るもの」を、合い言葉に老若男
女問わず全員参加型のコミュニティを形成して欲しい
と考えます。
　最後に、新規の就業ばかり補助金が目立ちますが自
営業の後継者に対しても手厚い補助を検討していただ
きたいと思います。大切な地域を守る力です。南房総
市議会の皆さんで変えていってください。期待してい
ます。

御
み

子
こ

神
が み

  昭
あ き

則
の り

さん

地域崩壊の足音 明るい未来へ

　今年からこの地を離れる私は、改めて南房総で過
ごした１８年を振り返りました。たくさんの友達と自
然に恵まれた環境の中で成長してきたことを実感し
ました。今までの思い出は違う地に行っても心に残
り続けると思います。
　しかし、南房総市の出生率は低下しており、この
地で育つ子どもたちが少なくなっていることに寂しさ
を覚えます。
　南房総での思い出を未来に繋げ、発展させること
ができる子どもたちの存在はとても大きなものです。
だからこそ、子どもたちがこの地でしかできない経
験とその発信が大事だと思います。
　田畑や堰を探検したことや生き物に触れられたこ
とは私だけでなくこの地で育った多くの人が持って
いる特別な思い出です。そんな思い出を作れる機会
を増やすとともに、他の地域や次の世代に伝えるこ
とが明るい未来への第一歩になるのではないでしょ
うか。
　私も新しい環境で、自分の感じてきた南房総の温
かさを伝えていこうと思います。

神
か ん

澤
ざ わ

  ほのみさん



22

 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.5ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.5ＭＢ未満でお願いします）

9月〇日（〇）
9月定例会は

5月31日（水）
6月定例会は

午前10時から
予定しています

市役所2階で住所・氏名・
年齢を書くだけです。

議会だより

発行／千葉県南房総市議会　　編集／議会広報編集特別委員会　　発行責任者／南房総市議会議長
〒299-2492　千葉県南房総市富浦町青木28番地　TEL.0470-33-1111　FAX.0470-20-4595

第 6 号
平成19年11月8日

第 6 号
平成19年11月8日

　
こ
こ
最
近
の
電
気
、
燃
油
、
卵etc

…
が
高

騰
し
生
活
が
苦
し
い
と
メ
デ
ィ
ア
が
騒
ぎ
立

て
て
い
ま
す
。

　
国
民
の
声
だ
と
政
府
に
対
応
を
迫
り
、
電

気
、
燃
油
に
補
助
金
を
出
さ
せ
ま
す
。

　
補
助
金
を
だ
せ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
せ
ま
せ
ん
。

　
世
界
を
見
渡
し
て
も
、
全
て
の
資
源
を
輸

入
に
頼
る
国
の
中
で
、
日
本
の
光
熱
費
は
高

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
世
界
情
勢
を
考
え
て
も
今
後
、
資
源
が
安

く
な
る
と
は
考
え
に
く
く
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

小
麦
、
大
豆
な
ど
穀
物
に
つ
い
て
も
世
界
で

需
給
が
逼
迫
し
、
今
後
安
く
な
る
可
能
性
は

低
い
と
考
え
ま
す
。

　
世
界
の
中
の
一
つ
の
国
、
と
考
え
る
こ
と
を

忘
れ
ず
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
合
言
葉
に
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

市ホームページ

市議会

市議会ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ中継（QR コード）

▼

▼

南房総市議会 YouTube チャン
ネルでライブ・録画配信していま
す。スマホでも視聴できます。

からご覧くださ
い。（配信期間は
約 3 カ月です。）


